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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで、ご紹介しましたイノベーション創出基礎的研究推進事業の流れを再度簡単にご説明いたします。
このスライドは、技術開発型研究の事業の流れです。
右側の上段は技術シーズ開発型研究一般枠です。下段は若手研究者育成枠です。

応募いただいた研究課題については、外部専門家で構成します評価委員会で審査を行います。
これらの審査を経て採択の決定を行います。

委託研究の実施期間中は、事業により多少の仕組みの違いはありますが、基本的には、毎年度評価を行い、さらに全体の中間年度時点での中間評価、終了時の評価などが行われます。
委託研究終了後は、委託研究終了後の６年目にその後の成果の発展状況、波及効果などについて追跡調査を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このスライドは、発展型研究の事業の流れです。
右側の上段は発展型研究一般枠です。下段はベンチャー育成枠です。

技術シーズ開発型研究同様、応募いただいた研究課題については、外部専門家で構成します評価委員会で審査を行います。
これらの審査を経て採択の決定を行います。

委託研究の実施期間中は、事業により多少の仕組みの違いはありますが、基本的には、毎年度評価を行い、終了時の評価などが行われます。
委託研究終了後は、委託研究終了後にその後の成果の発展状況、波及効果などについて追跡調査を行っています。
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